
①

私
は
先
に
「
大
乗
荘
厳
経
論
の
ネ
パ
ー
ル
諸
写
本
の
同
異
と

Ｆ
の
国
本
の
原
本
の
推
定
」
を
発
表
し
た
が
、
そ
の
中
で
伊
野
目

②

本
の
原
本
は
ｚ
、
本
（
ま
た
は
男
本
か
ら
の
転
写
本
）
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
と
思
う
。
こ
の
小
論
文
で
は
そ
の
成
果
を

踏
ま
え
て
大
乗
荘
厳
経
論
の
第
一
章
、
第
二
章
、
第
三
章
の
諸
問

題
を
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

さ
て
第
一
章
の
第
一
偶
の
長
行
の
欠
字
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

③印
仏
学
会
で
発
表
し
た
の
で
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
が
、
た
だ
こ
の

欠
字
の
位
置
が
ｚ
の
本
を
思
量
本
の
原
本
と
推
定
す
る
重
要
な

根
拠
と
も
い
え
る
の
で
、
一
応
結
論
だ
け
を
述
需
へ
る
と
、
尿
急
本

④

や
ｚ
○
本
や
Ａ
本
な
ど
で
は
欠
字
が
…
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
し

ネ
パ
ー
ル
諸
写
本
対
比
に
よ
る

大
乗
荘
厳
経
論
の
原
典
考

’
第
一
章
、
第
二
章
、
第
三
章
を
中
心
と
し
て
Ｉ

か
る
に
胃
本
で
は
そ
れ
ら
の
吹
字
が
す
曇
へ
て
右
端
に
相
当
し
か

空
白
に
な
っ
て
お
り
、
写
本
の
右
端
が
剥
離
し
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

⑤

し
か
も
Ｚ
の
本
の
書
写
年
代
は
ネ
パ
ー
ル
暦
七
九
八
年
で
あ
る

か
ら
、
西
暦
一
六
七
八
年
（
ま
た
は
一
六
七
七
年
）
に
相
当
し
、
現
存

の
大
乗
荘
厳
経
諭
の
写
本
の
中
で
は
最
も
古
い
写
本
で
あ
る
。
こ

れ
ら
よ
り
考
え
て
、
ｚ
の
本
こ
そ
は
現
存
の
大
乗
荘
厳
経
諭
の
写

本
中
、
最
も
信
頼
で
き
る
写
本
で
あ
り
、
旧
の
急
も
こ
の
写
本
を

原
本
と
し
た
か
、
あ
る
い
は
Ｚ
唾
本
か
ら
の
転
写
本
を
原
本
と
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

ｚ
の
本
は
こ
の
よ
う
に
大
乗
荘
厳
経
論
の
写
本
と
し
て
は
最
古

の
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
写
本
で
あ
る
が
、
古
宇
が
多
く
使
わ
れ

て
お
り
、
あ
ま
り
鮮
明
で
な
い
た
め
読
み
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

舟
橋

尚

哉
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や
早
く
ロ
、
息
．
ご
目
農
働
司
、
ロ
閉
匡
Ｑ
ぼ
く
四
・
巨
圃
国
伝
胃
Ｐ
ｇ
色
白
四
頁
第
一
章
）
・
…
・
…
…
…
・

日
、
本
〕
日
。
本
〕
〔
漢
訳
〕

．
…
・
・
昏
息
．
甲
！
ご
息
．
Ｆ
・
…
：
。
…
・
与
息
．
］
７
、
静
、
息
と
…
・
…
・
…
縁
起
品
・
成
宗
品

や
平
く
や
ら
息
．
ｍ
３
国
恩
零
鴨
日
Ｐ
目
閏
旨
時
閏
○
今
ぐ
旨
国
凹
貸
第
二
章
）
・
…
…
・
…
…
。

：
…
・
弓
息
．
甲
山
言
息
＆
…
…
…
留
息
．
了
と
④
息
」
：
…
・
・
・
…
・
帰
依
品

ｐ
ｇ
７
く
や
届
き
．
弓
唱
茸
目
冨
丙
胃
ゆ
め
耳
計
ｑ
四
頁
第
三
章
）
…
・
…
・
…
…
。

。
…
・
・
ｇ
ｐ
－
．
？
ｔ
屋
四
皇
．
や
．
…
…
・
苫
息
皇
、
ノ
自
冒
息
．
？
．
…
・
…
…
種
性
品

や
園
７
も
．
ご
息
．
や
凰
詐
○
巷
自
画
Ｑ
宮
丙
胃
鼠
８
目
叶
昏
色
員
第
四
章
）
：
…
…
・
…
・
．

：
…
。
届
ゅ
息
．
や
ｌ
屍
鼬
さ
．
い
：
…
・
…
巨
幽
息
．
中
く
勗
沙
息
．
『
・
…
：
…
発
心
品

つ
ら
』
も
．
隠
息
．
己
冒
胃
も
胃
ご
浄
障
〕
房
胃
農
冨
胃
秒
日
農
（
第
五
章
）
・
・
…
…
…
…
．

．
…
・
・
扇
四
造
．
甲
山
ｇ
息
．
画
…
・
・
・
…
勗
四
息
．
卓
″
く
弓
四
息
．
？
…
…
・
二
利
品

軍
馬
ｊ
も
．
陸
息
．
喝
冨
さ
脚
。
彦
涛
胃
巴
Ｐ
闇
稗
巨
四
員
第
六
章
）
・
…
…
…
・
…
．

．
…
：
９
戸
－
．
￥
Ｉ
腿
Ｐ
息
．
画
…
…
…
弓
四
息
．
？
！
ご
餌
息
．
中
・
…
…
・
真
実
品

や
鴎
７
も
．
喝
息
．
弓
冒
画
ヴ
ロ
ッ
目
巨
圃
Ｈ
秒
昏
闇
冒
四
日
四
貝
第
七
章
）
…
、
…
…
・
…
．

え
ら
れ
る
。

Ｐ
の
昌
本
〕

勺
・
岸
ノ
ー
己
．
、

そ
こ
で
Ｚ
の
本
を
正
確
に
読
む
た
め
に
は
ｚ
ｏ
本
が
必
要
と
な
る
。

ｚ
○
本
の
書
写
年
代
は
ネ
パ
ー
ル
暦
一
○
二
六
年
で
あ
る
か
ら
、

西
暦
一
九
○
六
年
（
ま
た
は
一
九
○
五
年
）
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
Ｚ
。

⑥

本
は
ｚ
ｍ
本
か
ら
直
接
転
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の

写
本
は
い
ず
れ
も
、
も
と
は
囚
周
目
目
色
ｑ
に
あ
っ
た
も
の
と
考

そ
し
て
こ
れ
ら
の
ｚ
○
本
、
ｚ
の
本
は
そ
れ
ぞ
れ
大
谷
探
検
本

⑦
⑧

の
Ａ
本
、
Ｂ
本
の
原
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
武
内
紹
晃

教
授
の
原
昌
本
と
大
谷
探
検
本
の
Ａ
、
Ｂ
、
並
び
に
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト

訳
、
漢
訳
と
の
対
照
表
に
従
っ
て
、
私
も
旧
の
ａ
本
、
ｚ
の
本
、

ｚ
○
本
と
漢
訳
と
の
対
照
表
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
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…
…
麗
画
蔦
．
早
く
鵠
四
造
．
や
・
・
…
…
ご
色
息
．
中
く
曽
凹
息
．
甲
：
…
…
神
通
品

や
喝
１
く
ロ
脇
息
．
旨
も
胃
乞
罵
目
彦
時
日
○
』
稗
色
目
四
頁
第
八
章
）
：
…
・
・
・
…
・
…

。
…
・
・
呂
四
息
．
や
く
ざ
画
室
．
号
・
…
…
・
閏
煙
怠
．
甲
く
鵠
四
倉
．
弓
・
…
…
・
成
熟
品

℃
弱
７
も
．
急
息
．
漣
ｇ
Ｑ
ず
ぐ
且
ご
穴
閏
○
口
ゆ
く
四
目
Ｐ
員
第
九
章
）
…
・
…
・
…
…
・

…
…
ｇ
ｐ
急
．
や
く
烏
四
息
．
苧
…
…
：
呂
四
蔦
．
苧
く
閾
色
息
．
苧
・
…
…
・
菩
提
品

ｐ
ｇ
１
ｌ
や
困
息
．
届
四
・
三
日
｛
詩
ｑ
ｐ
Ｑ
ｐ
時
閏
Ｏ
３
３
Ｂ
ｐ
員
第
十
章
）
．
．
…
・
…
…
…

．
…
：
鳶
Ｐ
－
．
早
く
造
四
息
．
？
…
…
・
尉
四
息
．
や
く
閏
四
息
．
や
．
…
…
・
明
信
品

や
認
－
く
や
割
息
ゞ
鵠
。
ｐ
四
Ｈ
冒
四
も
四
且
『
脇
ご
色
・
冨
丙
目
ゅ
鳥
倒
Ｑ
⑳
３
賃
第
十
一
章
）
↑
…
…
…
…
・

…
。
：
伝
い
童
．
守
＆
歯
急
．
や
．
…
…
・
亀
④
息
．
や
く
認
四
息
．
刃
・
…
…
・
述
求
品

や
弓
１
く
や
麗
怠
．
馬
号
笛
ご
画
・
冨
丙
倒
○
。
ご
目
Ｐ
３
員
第
十
二
章
）
・
…
…
・
…
・
…

…
…
鼠
色
息
．
や
く
ざ
四
息
．
？
．
…
…
・
圏
四
息
．
早
く
弓
④
息
．
や
。
・
・
・
・
…
弘
法
品

ロ
霞
１
く
ｐ
ｇ
畠
．
鰐
官
呉
冒
胃
ｑ
ｍ
Ｑ
固
涛
胃
儲
ｑ
四
百
§
＄
貸
第
十
三
章
）
・
・
…
…
…
…
・

…
…
ご
ゆ
き
．
守
く
昼
ｐ
息
。
学
・
…
…
・
副
Ｐ
息
．
甲
占
ｇ
息
．
甲
・
…
…
・
随
修
品

や
ｇ
１
ｌ
や
君
息
．
弓
四
ぐ
ゅ
ぐ
目
幽
ロ
ロ
倒
閣
ａ
国
。
巨
丙
倒
鼠
・
色
目
己
色
曾
貝
第
十
四
章
）
・
…
：
…
…
…

…
…
息
ゆ
き
．
甲
も
雷
息
．
や
…
…
・
ふ
言
息
．
甲
＆
言
息
．
い
…
．
．
…
教
授
品

や
弓
ｊ
ｌ
や
罷
蔦
．
弓
匡
己
四
く
ぃ
の
ｐ
ご
国
屍
閏
日
創
巨
丙
閣
Ｐ
ｐ
勺
四
月
Ｐ
Ｑ
鼠
四
頁
第
十
五
章
）
…
・
・
…
…
・
…

…
…
ご
凹
為
．
甲
当
害
息
．
甲
・
…
・
…
ｇ
煙
き
．
や
ふ
ぎ
さ
．
Ｆ
…
・
…
・
業
伴
品

ｐ
腸
‐
く
ｐ
』
弓
息
．
隠
己
胃
曾
昌
菌
Ｑ
巨
丙
目
い
ぼ
笛
白
骨
国
貝
第
十
六
章
）
…
…
・
…
・
…
。

．
…
・
勺
浮
息
．
甲
く
ｇ
画
息
．
甲
…
…
・
ふ
ぎ
堂
．
や
出
ｇ
息
．
中
・
…
・
…
度
摂
品

己
巨
？
く
や
］
誇
為
．
四
℃
且
闇
の
『
凶
》
胃
四
目
習
凶
ご
丙
胃
ｐ
ず
い
四
日
§
国
賃
第
十
七
章
）
・
…
・
・
…
…
：
。

：
…
・
邑
四
息
．
や
と
ぎ
息
．
や
…
…
：
ｇ
ｐ
－
．
甲
出
浮
息
．
Ｐ
・
…
…
・
供
養
品
・
親
近
品
・
梵
住
崩
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や
届
甲
く
や
忌
（
）
〕
一
・
こ
ず
○
口
巨
石
四
丙
鼠
Ｑ
冒
房
閏
色
旨
笛
ロ
国
営
Ｐ
賃
第
十
八
章
）
・
・
・
…
・
・
・
…
…

…
・
・
わ
ぎ
息
．
や
１
４
巨
留
息
．
『
：
…
・
＄
戸
一
・
竿
ｌ
己
雷
息
．
』
・
…
：
覚
分
品

や
届
？
く
や
弓
回
一
・
弓
唱
口
幽
口
唇
時
日
や
ｐ
ｍ
Ｐ
員
国
冒
四
頁
第
十
九
章
）
・
…
…
…
・
…
．

・
・
・
…
巨
曾
息
．
旱
！
届
茜
息
面
…
…
弓
昏
息
．
や
ｔ
巨
弓
息
．
ざ
・
・
…
功
徳
品

や
ご
甲
も
．
』
篭
息
．
↑
・
胃
薗
胃
四
鳥
吾
圏
言
両
日
○
目
白
巴
冨
く
旨
邑
＄
は
冨
日
○
國
巨
炭
胃
息
（
第
二
十
章
・
第
二
十
一
章
）
…
：
…

…
…
届
含
息
．
？
ｔ
届
曽
息
．
苧
・
…
・
匡
弓
息
．
？
Ｉ
屋
号
息
．
ざ
・
…
・
行
住
品
・
敬
佛
品

Ｇ

そ
の
他
の
ネ
・
ハ
ー
ル
写
本
と
し
て
は
ｚ
陸
本
、
ｚ
国
本
が
あ
り
、

⑩

も
と
は
国
の
日
罰
且
ｎ
ｏ
馬
○
丘
○
口
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
ｚ
ｍ
武
○
昌
巴
鈩
吋
。
旨
く
①
⑩
》
ｚ
名
巴
か
ら
取
り
寄
せ
た

⑪

写
本
中
、
私
の
持
っ
て
い
る
ｚ
餌
は
○
画
巴
Ｐ
Ｈ
Ｃ
言
ぐ
①
印
の
目
録
に

は
載
っ
て
い
な
い
写
本
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
ｚ
ｘ
本
と
名
付
け

る
こ
と
に
す
る
。

⑫
⑬

そ
の
他
に
高
岡
目
録
毎
．
弓
＠
の
ｚ
も
本
、
ｚ
①
弓
国
○
時
の

Ｎ
本
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ネ
パ
ー
ル
諸
写
本
は
い
ず
れ
も

ｚ
め
本
が
も
と
で
、
そ
れ
か
ら
次
友
と
転
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
勿
論
、
Ｆ
の
己
も
ｚ
ｍ
本
か
そ
れ
か
ら
の
転
写
本
を
見

て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
写
本
が
ど
の
よ
う
に
転
写
さ

⑭

れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
近
く
宗
教
学
会
で
発
表
す
る
予
定
で
あ
る

の
で
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
。

さ
て
大
乗
荘
厳
経
論
の
原
典
を
、
ネ
・
〈
－
ル
諸
写
本
を
用
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
先
に
も
述
べ
る
如
く
、

⑮

第
一
章
第
一
偶
の
長
行
の
三
ヶ
所
の
欠
字
に
つ
い
て
は
、
印
仏
学

会
で
す
で
に
発
表
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
が
、
↑
た
だ

Ｆ
の
昌
本
や
岸
一
・
旨
の
最
後
は
目
鳫
冨
当
○
詐
胃
Ｐ
３
菌
と

な
っ
て
い
て
、
そ
の
後
は
－
．
届
の
目
算
ご
苗
茜
目
①
と
つ
づ
い

⑯

て
い
る
。
し
か
し
Ｚ
の
本
（
与
息
．
と
並
び
に
ｚ
×
本
（
号
息
．
己

で
は
空
白
ま
た
は
・
・
（
点
線
）
と
な
っ
て
い
る
。
（
そ
れ
以
外
の
写
本

で
は
そ
の
ま
ま
間
を
あ
け
ず
に
つ
づ
け
て
い
る
。
）
こ
の
欠
字
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
誰
も
言
及
し
た
人
は
な
い
と
思
う
が
、
私
は
チ
ベ
ッ

ト
訳
、
目
匿
い
と
Ｚ
の
本
（
号
息
．
ｇ
の
初
め
が
目
巨
嶌
巨
冨
冨
ロ
①

と
読
め
る
と
こ
ろ
か
ら
、
与
為
上
の
最
後
は
菌
ｍ
日
目
（
苗
．
鴎
ｇ

を
補
う
の
が
よ
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
は
百
》
冨
昌
ゞ

二
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臼 ユ



肩
口
四
》
冨
⑳
日
巴
の
次
の
語
で
あ
り
、
富
の
旨
、
厨
、
日
旨
の
前
の

語
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
で
も
菌
の
日
目
が
最
適
で
あ
る
。

次
に
第
一
章
第
四
偶
の
ｄ
は
侶
曾
』
本
で
は
》
儲
昏
○
国
四
・
四

百
旦
農
と
な
っ
て
い
る
が
、
長
尾
博
士
は
チ
》
ヘ
ッ
ト
訳
に
よ
っ

て
》
Ｈ
ｇ
鼻
息
○
四
百
①
『
四
伝
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
国
甲

哨
巨
本
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
偶
は
一
法
壗
乱
調

の
偶
で
あ
る
か
ら
、
長
尾
博
士
の
訂
正
や
切
品
ｏ
宮
本
の
ま
ま
で

まＩ
Ｑ
ｐ
色
Ｈ
Ｈ
昌
四
Ｑ
ぐ
四
目
Ｐ
ぐ
昌
四
ぐ
四
ｍ
岸
ぽ
画
ご
『
四
動
〕
四
口
四
汁
○
》
Ｈ
庁
ぽ
ゆ
守
四
の
○
四

一
動
①
『
Ｐ
ロ
ー
吟
一
一

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｃ
ｌ
匡
一
１
１
｜
ｌ
こ
こ
一
ｌ
こ
一
’
’
’
’
’
１

と
な
り
、
第
六
韻
脚
が
短
音
と
な
る
と
い
う
規
定
と
一
致
し
な
い

ば
か
り
か
、
第
五
韻
脚
も
一
マ
ー
ト
ラ
不
足
し
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
Ｚ
の
本
（
曽
息
．
と
を
見
る
と
、
》
儲
昏
○
口
四
８
か

草
儲
昏
①
ご
ｐ
・
画
と
読
め
る
。
ｚ
ｏ
本
（
母
息
．
望
も
ｚ
切
本
と
似
て
い

る
が
》
罵
昏
の
ロ
四
・
Ｐ
の
よ
う
に
見
え
る
。
ｚ
国
本
は
》
壗
昏
①
ロ
四
・
四

（
浮
息
．
巴
と
正
し
く
読
ん
で
い
る
。
こ
れ
な
ら
、

Ｊ
ユ

ロ
ロ
ｐ
Ｈ
【
ロ
色
色
ぐ
ゆ
旦
四
ぐ
冠
ゆ
く
四
の
陣
］
脚
ぐ
目
色
画
一
ｐ
ｐ
ｍ
庁
○
》
Ｈ
詐
丘
①
口
ｐ
Ｏ
四
］
ロ
①
‐

『
四
口
’
一
饅
一
一

１
１
｜
こ
’
匡
一
１
１
｜
ｌ
こ
こ
一
ｌ
ｌ
ｌ
ｃ
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

と
な
り
、
”
マ
ー
ト
ラ
で
第
六
韻
脚
が
短
母
音
で
あ
る
と
い
う
規

定
と
も
合
致
し
て
い
る
。

ま
た
第
四
偶
ｂ
も
、
旧
き
】
本
の
冒
昏
秒
扁
且
冒
９
国
号
騨

ｅ
－
ｌ
Ｃ
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）
の
ま
ま
で
は
シ
ラ
ブ
ル
が
合
わ
な
い
し
、

全
体
で
詔
マ
ー
ト
ラ
で
は
２
マ
ー
ト
ラ
不
足
す
る
。
こ
こ
は
ｚ
四
‐

彊
○
冒
号
ｘ
も
団
侭
。
ご
本
も
、
い
ず
れ
も
訂
正
は
な
い
。
し

か
し
Ｚ
の
本
（
浮
息
．
望
は
や
や
不
鮮
明
で
あ
る
が
、
（
園
）
身
Ｐ
‐

烏
口
笛
目
鼻
冨
号
胃
一
か
と
思
わ
れ
る
。
ｚ
○
本
（
昏
息
．
望
は

（
声
〕
）

討
且
ぐ
Ｐ
８
ｐ
の
昌
冒
黒
目
ぐ
目
と
読
め
る
し
、
Ｂ
本
（
浮
怠
．
ｇ
は

目
色
。
く
い
§
ロ
、
且
丘
胃
冨
。
ｑ
胃
と
読
め
る
。
こ
れ
な
ら
、

脚
い
ぼ
Ｈ
働
く
四
口
胃
倒
口
色
丙
也
拝
巨
丙
ゆ
く
口
の
ご
動
・
巨
禺
ゆ
ゆ
凹
嵐
目
ぐ
凹
旦
く
ゅ
・
Ｐ
ｐ
ｍ
四
‐

。
ｋ

・
ロ
ロ
四
目
苗
Ｑ
ぐ
鼻
一

１
１
｜
こ
’
こ
一
こ
こ
ｌ
｜
ｌ
こ
こ
－
１
１
一
こ
’
仁

一
’
’
’
１

と
な
り
、
鋤
マ
ー
ト
ラ
で
シ
同
乱
調
の
規
定
と
一
致
す
る
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

次
に
尿
ａ
本
回
騨
一
．
『
の
第
一
章
第
七
偶
の
長
行
の
四
口
‐

⑰

菌
倒
置
で
あ
る
が
、
Ｆ
の
ａ
も
脚
註
で
「
も
し
こ
の
テ
キ
ス
ト
が

正
し
け
れ
ば
こ
れ
は
新
し
い
語
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
の
語
に
つ
い
て
や
や
疑
問
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
ｚ
樹
四
○
百
‐

号
凶
も
Ｆ
の
員
本
を
正
し
い
も
の
と
し
て
四
目
胃
ご
旨
ｅ
、
ｇ
蔦
．

こ
）
と
し
て
索
引
に
載
せ
て
い
る
。
し
か
し
Ｚ
、
本
を
見
る
と
、
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や
や
不
鮮
明
で
は
あ
る
が
、
四
貝
肖
ご
房
勝
（
留
息
．
巴
と
読
め
る
。

ｚ
○
本
（
浮
墓
．
ｇ
、
Ａ
本
（
留
菖
．
と
、
Ｂ
本
（
留
怠
．
ｇ
で
は
（
四
国
国
）

周
母
時
閉
と
な
っ
て
い
て
、
四
国
菌
が
欠
け
て
い
る
が
、
後
は
正

し
く
書
写
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
は
四
国
苗
倒
置
を
四
画
国
‐

尉
匂
時
四
の
（
ま
た
は
習
薗
３
嵐
匿
い
）
と
訂
正
す
る
方
が
よ
い
と
思
う
。

チ
ベ
ッ
ト
訳
ｇ
蜀
呂
且
ｇ
２
ｇ
と
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

次
に
第
一
章
第
十
一
偶
の
長
行
で
あ
る
が
、
Ｆ
の
昌
本
ロ
切
急
．

『
に
は
ぐ
号
日
葛
曾
ご
Ｐ
昏
巴
ぐ
四
と
あ
る
。
し
か
し
旧
の
ａ
は
脚

註
に
旨
、
、
に
は
急
『
○
号
四
ｑ
・
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ｚ
め
本

（
舎
怠
．
ｇ
は
や
や
不
鮮
明
で
あ
る
が
、
く
時
ｏ
ｇ
ｐ
ｑ
搦
巴
ぐ
ゅ
と
読

め
る
。
し
か
し
ｚ
○
本
（
歯
息
．
ｓ
や
Ａ
本
（
留
息
．
望
や
Ｂ
本

（
爵
》
』
．
ご
で
は
ぐ
茸
ｏ
ｇ
ｐ
ｑ
＄
巴
ぐ
煙
と
明
瞭
に
読
め
る
か
ら
、
こ

の
よ
う
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
自
営
侭
巴
と

も
一
致
す
る
し
、
の
３
①
ぐ
ゅ
に
相
当
す
る
ｇ
』
丙
冒
ご
ゅ
と
い
う

語
も
あ
る
。
意
味
内
容
か
ら
い
っ
て
も
こ
れ
で
よ
い
と
思
う
。

次
の
第
二
章
は
法
法
性
分
別
論
が
混
入
し
た
個
所
と
し
て
有
名

で
あ
る
が
、
逆
に
い
え
ば
そ
の
分
だ
け
大
乗
荘
厳
経
論
の
梵
本
が

欠
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
最
近
、
法
法
性
分
別
論
の
ぐ
巴
Ｈ
ｏ
‐

⑱

８
息
国
厨
冒
の
梵
本
の
註
釈
が
現
存
す
る
こ
と
が
、
９
厘
巴
の

三

⑲

に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
、
Ｆ
①
農
の
嗣
色
弓
口
日
三
国
に
よ
っ
て
そ
の
内

容
の
一
部
が
公
開
さ
れ
た
。
ゞ

さ
て
第
二
章
第
一
偶
ａ
の
宙
国
９
頁
品
目
。
》
茸
蝕
薗
ロ
①
は

い
胃
凹
９
日
冒
品
鼻
○
》
唱
葛
目
①
に
訂
正
す
、
へ
き
で
あ
ろ
う
。
な

、

ぜ
な
ら
、
ｚ
の
本
に
＄
国
恩
日
胃
侭
呉
○
》
唱
昌
目
の
（
弓
息
．
甲

－
．
巴
と
あ
る
し
、
ｚ
○
本
（
雷
怠
．
巴
、
Ａ
本
（
蟹
恵
．
ｅ
、
Ｂ
本

（
啓
息
出
）
も
同
様
で
あ
る
。
チ
寺
ヘ
ッ
ト
訳
に
も
昏
凋
冨
日
呂
品

も
丘
首
Ｈ
と
あ
る
か
ら
、
品
国
望
四
口
①
と
読
む
、
へ
き
で
あ
ろ
う
。

い
胃
煙
目
を
段
３
８
日
と
訂
正
す
る
に
つ
い
て
は
、
第
一
偶
ｂ

、

⑳

の
＄
３
国
四
を
３
国
５
日
と
訂
正
す
る
と
き
の
よ
う
な
シ
ラ
ブ

ル
の
問
題
は
な
い
。
し
か
し
各
写
本
が
一
致
し
て
３
日
ロ
色
目
と

あ
る
点
や
、
前
後
の
関
係
か
ら
し
て
も
の
胃
目
四
目
の
方
が
よ
い

Ｌ

、
と
田
心
弓
ノ
Ｏ

⑳

第
二
偶
直
前
に
は
脱
落
や
訂
正
す
筆
へ
き
点
が
あ
る
。
印
仏
学
会

の
発
表
の
資
料
と
し
て
一
応
提
示
し
た
が
、
発
表
の
時
間
が
な
く
、

ま
た
印
仏
の
原
稿
に
も
載
せ
る
ス
。
ヘ
ー
ス
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ

こ
で
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
偶
の
直
前

の
Ｆ
の
昌
本
に
は
大
き
な
誤
ま
り
が
あ
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い

て
述
べ
よ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
尿
風
の
仏
訳
テ
キ
ス

ト
も
ｚ
四
魑
○
冒
号
×
も
宇
井
博
士
も
、
切
侭
○
三
本
も
い
ず
れ

も
訂
正
は
な
い
。
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Ｆ
の
昌
本
己
．
④
急
．
い
に
は
冨
昏
号
司
胃
国
の
肖
眉
§
国
盟
‐

」

国
目
白
と
あ
る
。
し
か
し
鼻
国
は
ｚ
切
本
（
弓
息
．
ｇ
、
ｚ
○
本

（
弓
息
．
望
、
Ａ
本
（
昏
忌
．
巴
、
Ｂ
本
（
啓
急
．
巴
、
ｚ
園
本
（
弓
皇
．
巴

な
ど
す
べ
て
四
四
四
と
な
っ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
（
北
京
版
、
デ

ル
ゲ
版
）
も
目
呂
晶
で
あ
る
か
ら
、
の
〆
侭
目
に
相
当
す
る
。

更
に
笛
３
９
胃
Ｐ
盟
薗
目
目
の
胃
四
鴨
酌
目
目
は
ｚ
の
本

（
ず
息
．
ｇ
は
や
や
不
明
瞭
で
冨
閏
ロ
鯉
口
凹
目
の
よ
う
に
も
見
え
る

や
１
、

力
盟
昌
凹
口
ゅ
ロ
四
目
で
あ
ろ
う
。
ｚ
○
本
（
号
菖
．
望
も
３
日
い
‐

ロ
④
口
四
日
か
悪
目
色
ロ
四
国
四
日
で
あ
る
。
Ａ
本
（
曾
蔦
．
巴
は
３
日
⑧
‐

ロ
色
ロ
四
目
で
あ
る
が
、
Ｂ
本
（
昏
息
．
巴
も
、
ｚ
国
本
（
ご
息
．
巴
も

ｚ
ｘ
本
（
留
息
．
ｅ
も
す
。
へ
て
咽
日
四
国
⑳
ロ
色
目
と
読
ん
で
い
る
。

チ
。
ヘ
ッ
ト
訳
も
の
辱
号
印
呂
狩
Ｈ
○
ず
四
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
は

、

の
肖
目
品
④
日
四
国
四
口
囚
日
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
直
後

の
長
行
の
Ｆ
ｃ
ａ
本
に
は
脱
落
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
Ｆ
の
負
本
ｐ
や
急
．
い
の
最
後
は
篇
目
目
○
蕨
画
冒
具
の
｜
と

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
国
樹
ｏ
宮
本
Ｓ
ら
息
．
巴
も
そ
れ
に
随
っ

て
い
る
。
ｚ
の
本
（
ご
急
．
臼
に
よ
れ
ば
、
雨
○
目
口
○
厨
四
冨
日
①
の

後
に
旨
３
愚
息
盟
日
四
口
②
冒
○
蕨
目
色
ロ
①
と
い
う
文
が
入
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
ｚ
○
本
（
ｇ
蔦
．
ｅ
、
Ａ
本
（
曽
蔦
．
望
、
Ｂ
本

Ｇ
秒
息
．
ご
や
ｚ
国
本
（
ぎ
き
＆
）
、
ｚ
ｘ
本
（
ぎ
蔦
．
ｅ
な
ど
に
よ
っ

て
も
確
認
で
き
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
見
て
も
昏
騨
・
侭
冒
停
、
胃
。

９
ｍ
の
後
に
、
ご
号
の
呂
凋
Ｈ
Ｏ
ｇ
時
の
胃
ｏ
－
ｇ
Ｈ
ｇ
ｐ
ｇ
宮

己
ロ
冒
笥
（
北
京
版
砺
１
５
１
５
、
デ
ル
ゲ
版
屋
与
違
国
）
と
い
う
文
が

入
っ
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
昌
甜
国
口
い
鴨
目
四
口
四
胃
９
３
ヶ
四
国
①

を
補
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
法
法
性
分
別
論
の
混
入
部
分
は
二
葉
分
（
計
四
面
）
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
混
入
が
起
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
従
来
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
乗
荘
厳
経
論
と
法

法
性
分
別
論
と
の
思
想
的
類
似
性
に
も
と
づ
く
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
、
私
は
法
法
性
分
別
論
の
初
め
の
個
所
が
（
四
）
ウ
ご
ロ
‐

も
凹
盟
日
四
口
四
日
と
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
（
こ

の
写
し
方
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
。
）

大
乗
荘
厳
経
諭
の
第
二
章
第
一
偶
と
そ
の
長
行
に
は
画
９
首
‐

も
ｐ
函
四
目
Ｐ
角
号
》
汽
丘
儲
汀
ロ
も
①
認
占
凸
〉
闇
占
ｌ
ｅ
と
い
涙
フ
語
が

見
出
さ
れ
る
。
第
四
偶
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
が
欠
け
て
い
る
が
、

チ
《
、
ヘ
ッ
ト
訳
（
唇
画
の
］
①
ロ
９
＄
ム
ム
》
＄
ム
ー
と
よ
り
見
て
：
‐

ご
§
品
色
目
四
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
法
法
性
分
別
論
の
混
入
個
所
も
、
（
四
）
ず
ご
ロ
冨
盟
‐

目
四
口
凹
昌
と
あ
り
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
、
混
入
の
原
因
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
こ
の
個
所
は
ｚ
、
本

（
蟹
息
．
巴
を
見
る
と
、
白
冒
鴨
目
ゅ
口
煙
目
ま
た
は
匡
日
冨
鴇
‐

白
煙
ご
四
目
と
読
め
る
。
ｚ
・
本
（
ｇ
蔦
＆
）
も
笥
冨
盟
日
凹
昌
騨
日
か
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ｇ
号
色
悪
日
Ｐ
国
四
日
で
あ
ろ
う
。
Ａ
本
（
浮
き
．
己
は
ず
目
冨
盟
‐

日
伊
ロ
色
目
の
よ
う
で
あ
り
、
Ｂ
本
（
苫
息
‐
ｅ
は
ウ
ヶ
目
凹
盟
目
色
‐

ロ
閏
口
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
法
法
性
分
別
論
の
こ
の
個
所
を
チ

ベ
ッ
ト
訳
か
ら
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
本
を
想
定
す
る
に
、
（
号
）
昌

号
冒
す
。
樹
働
己
口
匡
罰
①
ず
ゅ
Ｈ
ｍ
Ｏ
ロ
も
凹
普
①
の
胃
宕
Ｑ
Ｑ
ｏ
ｌ
は

菌
自
首
国
鳥
目
ぐ
①
ロ
凹
薗
冨
盟
白
色
画
四
目
胃
ご
ロ
昌
胃
の
と
推
定
さ

れ
る
。
そ
れ
故
、
法
法
性
分
別
論
の
混
入
個
所
の
初
め
の
部
分
は
、

（
妙
）
ず
丘
目
喝
品
ｐ
白
色
口
四
日
で
は
な
く
菌
も
農
四
日
四
国
Ｐ
白
で
あ
っ

た
と
考
え
る
方
が
よ
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
胃

ｇ
Ｈ
ｍ
ｏ
口
冨
も
呂
品
四
日
四
口
四
と
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
法
法
性
分
別
論
の
混
入
個
所
の
最
後
の
部
分
か
ら
大
乗
荘

厳
経
論
第
十
一
偶
の
長
行
に
移
る
と
こ
ろ
も
、
四
３
日
庸
酋
５
日

（
原
昌
本
、
も
め
急
．
己
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
チ
、
言
ヘ
ッ
ト
訳
耳
目
Ｈ

耳
品
印
（
デ
ル
ゲ
版
）
か
ら
見
て
も
出
目
雨
は
庸
日
で
よ
い
と
思
わ

れ
、
漢
訳
で
も
否
定
の
語
は
入
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
こ
こ
の

色
‐
は
余
分
で
あ
る
が
、
思
う
に
こ
こ
は
法
法
性
分
別
論
の
途
中
で

あ
る
か
ら
、
法
法
性
分
別
論
の
胃
国
函
目
白
呂
冒
（
四
‐
日
日
‐

弓
Ｐ
）
の
甲
が
混
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
考
え
な
い

と
、
こ
こ
に
い
‐
の
否
定
詞
が
入
っ
た
こ
と
は
説
明
で
き
な
い
と

田
心
フ
。次

に
第
二
章
最
後
の
第
十
二
偶
の
長
行
で
も
、
原
昌
本
、
や

弓
菖
．
吟
に
目
昌
間
百
日
３
日
と
あ
る
が
、
ｚ
品
四
○
冒
号
ｘ

も
国
品
ｏ
宮
本
も
訂
正
は
な
い
。
し
か
し
Ｚ
め
本
（
］
号
室
．
瞳
．

望
を
見
る
と
目
農
胃
箇
口
目
ロ
と
あ
る
。
実
は
□
は
一
＆
の

最
後
に
も
あ
り
、
一
見
身
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
し
て
鼠

が
勘
と
似
て
い
る
か
ら
、
原
ａ
は
日
農
胃
薗
身
３
日
と
読

ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ｚ
○
本
（
曾
息
．
や
苫
息
．
ｃ
も
Ａ
本

色
冒
息
．
ｅ
も
ｚ
諺
本
も
（
昏
違
．
ｇ
、
ｚ
国
本
（
ｇ
四
三
．
望
も
日
騨
‐

圖
呂
乱
目
日
と
読
み
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
筥
冨
鴨
冒
目
①
口
冒

（
日
四
目
ｑ
Ｐ
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
は
日
農
閏
乱
目
日
と
訂
正

し
た
方
が
よ
い
と
思
う
。
た
だ
Ｂ
本
（
届
騨
怠
．
ｅ
は
日
呂
目
‐

割
目
詠
胃
と
あ
り
、
ｚ
ｘ
本
は
目
農
胃
鼠
日
８
口
と
読
め
る
が
、

こ
れ
は
ｚ
ｍ
本
を
直
接
ま
た
は
間
接
に
写
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、

ｚ
、
本
そ
の
も
の
は
目
農
働
曼
倒
圖
日
の
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る

か
ら
、
や
は
り
訂
正
す
る
方
が
よ
い
と
思
う
。

次
の
第
三
章
種
性
品
で
は
訂
正
す
べ
き
点
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
が
、
二
、
三
の
点
に
つ
い
て
述
守
へ
よ
声
フ
。

ま
ず
初
め
に
旧
の
昌
本
や
巨
息
＆
と
．
『
第
三
偶
の
長
行
に

冨
昏
且
侭
国
営
と
あ
る
が
、
ｚ
の
本
（
巨
騨
息
、
ｇ
も
ｚ
○
本
（
害
》

』
＆
）
、
Ａ
本
（
］
曽
急
．
唾
、
Ｂ
本
（
畠
画
き
．
与
も
す
べ
て
冨
昏
具
国
‐

四
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己
薗
昌
と
な
っ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
普
く
息
⑩
冨
で
あ
る

か
ら
鼻
冨
冒
四
と
一
致
す
る
。
従
っ
て
こ
こ
は
ｚ
煙
盟
○
旨
号
ｘ

も
、
侭
Ｏ
冨
本
も
宇
井
博
士
も
い
ず
れ
も
訂
正
は
な
い
が
、
菌
‐

苫
＆
侭
日
日
は
３
曹
○
ま
§
３
日
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
原
昌
本
ロ
届
息
．
こ
の
第
十
偶
の
長
行
の
８
９
‐

冒
如
胃
く
ゅ
も
、
ｚ
、
本
（
］
曽
息
．
Ｃ
、
童
○
本
ｐ
言
恵
．
巴
、
Ａ
本

（
］
曾
蔦
．
己
、
Ｂ
本
（
匡
凹
蔦
．
ｅ
の
い
ず
れ
も
・
四
国
四
国
苗
、
鼻
ぐ
ゅ
と

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ｏ
四
》
ご
僅
貝
閉
鼻
ぐ
ゅ
ま
た
は
＆
ロ
四
国
冨
闇
さ
煙

と
訂
正
す
る
方
が
よ
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
チ
。
ヘ
ッ
ト
訳
も

日
昏
色
号
］
閉
冨
（
際
．
騨
口
目
冨
）
と
な
っ
て
い
る
し
、
漢
訳
も

「
無
辺
衆
生
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
第
二
偶
直
前
の
四
国
の
ロ
四
個
耳
引
算
ぐ
ゅ
ぐ
ご
圃
鳴
陛
○
冨
画

の
四
目
①
ロ
Ｐ
で
あ
る
が
、
号
本
、
ｚ
○
本
、
Ａ
本
、
Ｂ
本
、
ｚ
陰

本
、
ｚ
国
本
、
ｚ
洲
本
の
い
ず
れ
も
四
国
の
ロ
煙
は
な
い
。
チ
ベ
ッ

ト
訳
に
も
こ
の
四
目
①
口
四
に
相
当
す
る
語
は
な
い
か
ら
、
も
と
も

と
な
い
四
口
①
口
四
が
何
か
の
間
違
い
か
ら
、
（
多
分
第
一
偶
直
後
の

ゅ
ロ
の
口
色
唱
耳
Ｐ
ｍ
乱
吻
鼻
ぐ
Ｐ
の
四
国
①
口
凹
と
の
混
乱
か
ら
と
思
わ
れ
る
が
、
）

挿
入
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
大
乗
荘
厳
経
論
の
第
一
章
、
第
二
章
、
第
三
章
の
原
典

を
中
心
に
若
干
の
考
察
を
加
え
た
が
伽
最
後
に
Ｚ
の
本
、
ｚ
○
本

な
ど
の
ネ
パ
ー
ル
諸
写
本
に
よ
っ
て
Ｆ
の
昌
本
の
校
訂
を
試
み
た

の
で
、
『
ネ
パ
ー
ル
諸
写
本
に
よ
る
大
乗
荘
厳
経
論
の
校
訂
テ
キ

ス
ト
』
を
、
第
一
章
の
初
め
よ
り
余
白
の
許
す
か
ぎ
り
載
せ
る
こ

と
に
す
る
。

註
①
印
仏
学
会
（
高
野
山
大
）
に
て
発
表
（
印
仏
研
究
第
三
十
二
巻
所
載
予
定
）

②
ｚ
の
本
は
ｚ
“
陣
。
ｐ
巳
崖
Ｈ
ｏ
ぽ
ぐ
①
い
》
ｚ
８
巴
切
曽
胃
呂
。
号
胃
３
日

目
ｚ
○
・
四
巴
．

③
印
仏
学
会
（
高
野
山
大
）
昭
和
銘
年
６
月
ｕ
日
発
表
。

④
ｚ
○
本
は
ｚ
四
辻
○
口
巳
シ
儲
。
旨
く
①
仰
）
ｚ
の
恵
］
・
国
曽
鼻
呂
ｇ
冒
茸
四
日

口
ｚ
○
．
画
Ｐ

⑤
現
在
ネ
パ
ー
ル
で
は
ヴ
ィ
ク
ラ
ム
暦
を
国
暦
と
し
て
い
る
。
し
か

し
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
ネ
パ
ー
ル
暦
は
現
在
で
も
使
わ
れ
↓
て
お

り
、
今
年
西
暦
一
九
八
三
年
は
ネ
。
〈
－
ル
暦
二
○
三
年
に
相
当
す

る
。
た
だ
し
ネ
パ
ー
ル
暦
は
月
暦
で
数
え
、
十
一
月
頃
の
新
月
よ
り

年
度
が
変
わ
る
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
今
年
の
十
一
月
よ
り
二
○

四
年
に
入
る
。
（
高
岡
秀
暢
氏
よ
り
御
教
示
を
得
た
）
。

⑤
切
口
目
巨
黒
旨
Ｐ
ｐ
ｐ
の
貝
曾
の
旦
昏
①
国
壗
伊
旨
国
昌
（
大
正
大
学
研

究
紀
要
第
四
十
嘘
）
昭
釦
年
、
七
○
頁
の
ｚ
ｏ
．
】
圏
と
合
致
し
て
い
る

⑦
Ａ
本
の
原
本
は
ｚ
・
本
で
あ
り
、
Ｂ
本
の
原
本
は
ｚ
ｍ
本
ま
た
は

Ｚ
⑳
本
か
ら
の
転
写
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
宗
教
学
会
（
大
正
大
学
）
で
発
表
。

③
武
内
紹
晃
教
授
「
大
谷
探
検
隊
招
来
の
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
に
つ

い
て
」
（
龍
谷
大
学
論
集
第
三
五
二
号
昭
瓢
年
）
。

（
昭
和
五
十
八
年
九
月
十
二
日
脱
稿
）
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再
室
鵲
留
且
ご
訪
片
ｑ
柾
訓
Ｓ
顛
雪
轆
育
Ｏ
ラ
バ
碑
帆
丹
噺
僻
岡
ｒ
割
溢
忠
行
再
思
与
蝋
汽
苛
〈
。
室
神
建
困
斥
司
四
↓
、
胃
ぐ
①
ゞ

Ｉ
目
。
制
身
↓
ｌ
唇
弾
冨
身
．
ｌ
昌
一
↓
ｌ
昌
一

器
へ
對
旦
道
、
ｓ
汁
冊
（
菰
患
口
剴
論
）
口
Ｆ
き
』
丹
作
粗
舜
琶
凹
円
年
汁
壁
ｓ
》
何
ｓ
舗
咋
当
月
Ｓ
鼓
芦
啼
叫
行
引
庁
計
。

鵲
美
雪
碑
何
ｓ
縣
縣
句
碑
寺
寺
潮
璽
酔
駄
が
鷺
》
升
幽
門
ｓ
群
ｓ
ｏ

美
旧
の
乱
卦
》
国
侭
ｏ
巨
卦
ｓ
川
蝉
旨
ｑ
丙
ｚ
叩
針
ｚ
ｏ
卦
ｓ
料
鮮
噺
洲
引
Ｆ
汁
。

鵲
原
ａ
汁
ｓ
咄
試
作
函
ざ
き
が
琴
ｓ
両
。
ラ
バ
碑
》
朏
舜
帆
卦
Ｓ
勢
州
引
で
汁
。

⑨
ｚ
四
武
○
冒
皀
賃
○
匡
ぐ
の
ｍ
》
ｚ
名
巴
．
普
。
冒
胃
国
冒
扇
四
目
呂
冒
‐

８
門
殴
屋
秒
‐
ぐ
砺
葛
抄
）
Ｈ
ｚ
ｏ
＆
皀
．
（
要
本
）
、
ｚ
ｏ
曽
貝
農
本
）
参

照
。

⑩
長
尾
博
士
「
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
の
仏
教
写
本
典
籍
」
（
岩
井
博
士
古
稀

記
念
典
籍
論
集
）
昭
犯
年
、
や
弓
．
国
の
日
罰
且
（
ざ
旨
。
陸
Ｏ
ｐ
ｚ
ｏ
，
閏

と
合
致
す
る
。

⑪
こ
の
目
録
は
高
野
山
大
学
教
授
、
氏
家
覚
勝
氏
に
よ
っ
て
、
も
た

ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑫
国
．
目
騨
冨
○
百
叩
少
冒
自
○
画
目
８
３
冒
唱
①
。
罵
胃
国
且
目
騨

冨
四
国
易
２
５
厨
冒
ｚ
①
も
巴
．
己
曽
．

⑬
切
目
目
算
留
昌
の
胃
洋
巨
曾
旨
扁
ｏ
己
耳
印
ゞ
ｚ
①
急
因
○
詩
ご
詞
．
ｚ
○
．

富
国
国
ｌ
胃
１
ｍ
い

⑭
宗
教
学
会
（
大
正
大
学
）
認
年
叩
月
、
但
し
宗
教
学
会
で
発
表
で
き

な
い
部
分
は
別
の
機
会
に
発
表
す
る
予
定
。

⑮
印
仏
学
会
（
高
野
山
大
学
）
昭
詔
年
６
月
。

Ｉ

排
、
ん
Ｉ
や
那
侃
卦
遂
拝
丙
胖
が
汁
渕
榊
球
額
罫
Ｓ
餅
到
叩
十
メ
テ
識
岸
叫
昇
削
〕

⑯
ｚ
ｘ
本
は
ｚ
胃
５
口
己
Ｐ
Ｈ
Ｃ
匡
己
①
、
．
ｚ
名
昌
か
ら
取
り
寄
せ
た
写

本
の
一
つ
で
あ
る
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
私
の
持
っ
て
い
る
目
録

に
は
載
っ
て
い
な
い
。
二
五
一
葉
で
妬
ｂ
ま
で
９
行
、
”
ａ
以
下
８

行
で
書
か
れ
て
い
る
。
ｚ
○
．
］
臼
（
ぐ
曽
日
ぢ
こ
と
あ
る
。

⑰
尿
ぐ
月
冨
昌
身
習
閉
副
働
置
日
圃
冒
目
○
日
の
呉
や
函
脚
註
②
参

照
。

み

⑬
の
烏
冨
庁
”
昌
○
渦
３
３
笥
○
時
の
四
口
ロ
且
胃
＆
辱
く
巴
Ｈ
ｏ
８
ｐ
四
‐

Ｈ
鼻
樫
目
｝
堅
ミ
ミ
房
旦
罫
、
切
言
員
曇
尋
ミ
○
蚤
ミ
ミ
騨
鷺
ミ
忌

當
言
い
獣
冒
詩
ぐ
○
房
Ｆ
ぐ
目
早
く
伊
煽
ハ
（
患
司
ｌ
忌
詞
）
弓
○
○
口
Ｐ
ご
司
鈩

⑲
Ｆ
①
の
胃
嵐
凹
笥
四
日
目
砕
己
冨
円
目
⑳
‐
号
胃
口
鬮
薗
Ｉ
ｄ
ｇ
颪
阻
叩
琵

弔
Ｈ
①
冒
巨
冒
凹
ｑ
の
目
。
『
（
印
仏
学
会
、
高
野
山
大
学
）

⑳
こ
の
訂
正
（
第
一
偶
ｂ
）
は
国
臘
ｏ
匡
本
弓
也
息
．
望
に
は
あ

る
が
、
第
一
偶
ａ
の
訂
正
は
な
い
。

⑳
印
仏
学
会
（
高
野
山
大
）
で
、
私
が
配
布
し
た
資
料
参
照
。

～
Ｉ
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Ｆ
固
』
（
ｚ
の
』
ｇ、

智
冒
胃
「
ｚ
ｏ
豈
当

〔
叶
舜
暴
剖
巾
〕

Ｆ
、
Ⅱ
の
．
Ｆ
の
ぐ
時
昌
色
ぼ
い
く
い
ロ
④
‐
の
ロ
ヰ
塾
閨
昌
丙
四
Ｈ
四
』
や
つ
『

国
四
・
１
国
四
ｍ
○
ロ
時
昌
四
ぽ
い
く
い
ロ
色
‐
の
ロ
陣
巴
四
画
丙
画
篇
四
］
④
『
つ

く

ｚ
の
．
Ｉ
ｚ
Ｐ
は
○
口
巴
鈩
Ｈ
ｏ
匡
ぐ
①
の
』
ｚ
①
勺
匙
〕
目
ｚ
○
．
忠
』

ｚ
ｏ
・
Ｉ
ｚ
Ｐ
は
○
口
巴
少
目
冨
ぐ
の
、
》
ｚ
①
も
巴
》
口
ｚ
○
．
９

ｚ
国
・
Ｉ
ｚ
胃
甘
口
匙
澤
目
巨
ぐ
研
・
国
①
己
巴
・
国
Ｐ
回
Ｑ
Ｑ
ｐ
四
口
①
Ｈ
曾
国
い
ぐ
』
閏
ぐ
ゆ
Ｈ
ｚ
ｏ
・
邑
昌

ｚ
陸
・
Ｉ
ｚ
ｐ
は
○
国
巴
琵
Ⅱ
。
ご
く
①
、
》
ｚ
①
宅
巴
．
駒
四
目
。
ｇ
ぽ
ゅ
Ｑ
ｐ
詠
④
口
①
ぐ
届
ゆ
く
四
Ｈ
ｚ
○
．
ぢ
い

ｚ
ｘ
・
Ｉ
ｚ
④
賦
○
目
僅
少
Ｈ
ｏ
嵐
ぐ
の
ｍ
ｅ
皿
黙
汽
舜
ラ
帆
針
や

ｚ
ｐ
ｍ
四
○
・
Ｉ
ｚ
い
ぬ
①
○
”
冒
包
①
×
８
守
旨
①
旨
凹
匠
割
く
働
口
四
‐
呂
蒔
巴
胃
昌
炭
腎
Ｐ
胃
ら
認

白
・
”
Ⅱ
冊
斗
蕪
什
「
汁
熱
爵
舜
熊
誹
望
認
」
忌
日

シ
・
Ｉ
汁
助
菊
燕
掛
〕
シ
卦

国
・
Ｉ
汁
耽
輔
藤
掛
》
切
卦

四
門
辱
き
鎚
当
罰
ｃ
ざ
骨
寄
騨
Ｉ
吾
』
ず
匿
倒
司
幽
冒
画
】
冒
壱
屍
湧
弄
屋
園
目
岸
①
召
画
⑤
脚
ご
憩
旦
脳
芦
の
⑤
少
尉
冨
画
］
酋
芦
門

生
屋
夛
弄
豈
騨
亜
琶
参
拝
詳
鯉
局
國
唇
幽
昌
閣
邑
目
琴
弄
嵜
耳
騨
当
四
目
①
弄
画
閉
園
唇
昌
騨
守
幽
如
弄
斡
冒
０
閂
弓
騨
望
色
昏
一

色
彦
暫
国
弓
圏
馳
望
動
井
守
騨
閂
冨
幽
０
］
画
昌
騨
９
塁
⑦
恥
騨
騨
副
く
』
曇
冨
①
云
醜
顯
詳
『
の
唾
自
‐
号
騨
邑
‐
ぬ
画
寓
邑
愚
臣

些
厨
詳
画
侭
弓
０
國
吋
寺
匿
態
且
晦
騨
鐵
再
官
目
酔
壗
固
守
一
騨
吋
國
凹
唄
騨
卦
勵
揖
戸
己
騨
融
ら
斡
含
目
回
屏
倒
胃
冒
邑
騨
周
の
函
望
鎚
冒
一
一
国
』

』
）
閏
）

ｐ
Ｈ
計
ぽ
い
‐
一
画
○
》
Ｈ
命
ロ
四
ｌ
ぐ
」
ず
冒
画
ぐ
ゆ
ご
倒
員
〕
己
吋
色
屍
匡
壗
匡
詐
①
〔
葺
廷
１
画
、
豊
〕
戸
○
℃
四
。
①
い
い
Ｒ
口
働
叶
色
ヴ
ロ
く
ゅ
丙
○
》
胃
四
口
）
穴
四
Ｈ
、
○
は
一
ｐ
Ｈ
津
〕
四
‐
一
コ
四
・
廿
一

丙
四
門
ご
餌
昌
沙
門
ロ
丙
勵
Ｈ
四
国
〕
四
｝
四
昌
口
丙
ｐ
Ｈ
○
武
一
、
片
砕
ぽ
ゆ
ｌ
ぐ
』
ず
ｐ
動
く
煙
ロ
働
民
ロ
丙
ｐ
Ｈ
ロ
命
①
｜
丙
の
ｐ
ゆ
く
倒
Ｏ
凶
ｄ
ｐ
Ｑ
凹
豚
Ｏ
勤
Ｈ
巨
四
］
色
』
ロ
｜
ｐ
Ｈ
ご
騨
昌
ゆ
く
働
く
凶
‐

煙
）
Ｌ

。
の
陸
〔
、
国
ミ
ミ
画
忌
爵
圏
建
国
〕
ｐ
日
四
一
巴
昏
も
Ｐ
ｇ
ｇ
Ｈ
洋
一
く
こ
屍
芹
巴
戸
の
ゆ
ず
岸
Ｐ
肖
詳
昌
乱
鼻
秒
Ｈ
里
Ｐ
ｌ
ｐ
ｍ
、
］
）
葺
く
旨
倒
与
国
Ｏ
脚
も
色
。
煙
‐
ぐ
く
ゆ
三
口
‐

Ｐ
）

ｐ
、

ロ
凹
貝
四
時
詐
彦
○
ぐ
』
ご
］
］
凶
ぐ
ゆ
旦
寓
ロ
【
画
の
ゆ
ぽ
冒
四
計
②
詳
昌
’
一
《
ゆ
め
【
ご
ｐ
〕
Ｑ
巨
曰
丙
岸
肖
沙
の
『
○
井
守
ｐ
Ｈ
四
口
色
言
騨
〔
署
＆
亀
ご
笥
亀
〕
・
ロ
］
〕
屏
崇
〕
芹
四
’
一
⑳
ロ
①
］
穴
幽
円
巨
。
‐

冨
Ｐ
国
少
眉
鈩
ｚ
Ｐ
の
ご
日
嗣
シ
Ｆ
シ
昌
夙
シ
”
少

○
旨
一
一

ロ
ゆ
Ｈ
目
色
ロ
印
ｐ
Ｈ
ぐ
ゆ
‐
ウ
ロ
ロ
ロ
ぽ
ゆ
‐
ず
○
ロ
ロ
厨
四
斤
ぐ
①
ウ
ロ
ぐ
ゅ
ず

く
。
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国
画
ご
↑
画

Ｆ
Ｆ
Ｆ

冒
騨
庁
浄
⑩
庁
画
国
‐
盛
ご
色
冒
色
｝
〕
｜
Ｑ
巳
〕
汽
壷
再
湧
‐
］
四
口
①
閏
ゆ
ず
戸
働
局
自
唇
く
Ｐ
壗
恒
余
色
、
口
冒
倒
詳
』
内
勤
黒
ロ
ロ
目
色
庁
色
昏
一
声
Ｐ
』
］
‐
段
口
ｐ
Ｋ
Ｐ
詳
目
戸
口
Ｈ
匡
口
冒
四
ｌ
Ｈ
ｐ
い
ざ
Ｐ
伝
一

］
肉
色
の
昌
酔
一
四
計
ロ
丙
倒
崗
四
【
。
］
脚
ｐ
Ｈ
○
画
一
Ｑ
唇
四
円
口
］
四
の
］
○
斤
詐
四
員
ロ
四
１
日
②
ｐ
い
‐
・
の
砂
詳
色
‐
く
』
・
唇
①
伝
一
匡
庁
計
四
目
］
煙
ｌ
］
四
口
色
⑫
目
色
Ｑ
①
の
弄
○
く
啓
・
ロ
胃
弐
四
ｍ
目
巨
口

Ｑ
宮
口
Ｈ
尉
口
①
庁
四
ｍ
目
四
○
ゴ
Ｐ
Ｈ
Ｈ
ｐ
煙
⑩
冠
四
一
戸
ゆ
め
寓
口
胃
ロ
ロ
四
｝
騨
民
ロ
丙
沙
Ｈ
ｏ
威
一
、
画
詐
く
①
め
匡
庁
四
・
‐
函
倒
口
〕
伝
ロ
｜
ロ
〕
Ｈ
巨
詳
庁
Ｐ
！
い
い
勺
庁
四
昌
巨
］
①
、
凹
苓
昌
寄
ヨ
ー

１
〃

Ｕ
）

登
忌
苫
画
‐
（
ｚ
の
画
凹
）
ぬ
回
国
旨
‐
、
包
計
ぐ
四
‐
巳
【
昌
茸
囚
嶽
口
詳
く
ゆ
耳
ロ
塑
昏
一
両
沙
武
‐
ぐ
己
宮
凹
昌
邑
四
匿
儲
口
屏
山
門
四
門
ご
］
ハ
色
吋
○
蔵
一
己
四
己
○
四
‐
ぐ
ａ
ｐ
抄
日
｜
隆
一
‐

や
一
凶
尉
巨
四
吋
味
ロ
煙
‐
ぬ
四
丘
口
〕
ロ
胃
匡
庁
計
宙
片
色
‐
ぬ
色
昏
倒
門
口
も
Ｐ
酢
○
四
庁
Ｈ
口
］
丙
倒
尉
昌
・
ｐ
Ｈ
の
四
『
四
目
一
陛
耐
行
い
。
〕
一
丘
旦
匡
丙
計
凶
昌
国
ロ
耳
匡
岸
庁
四
局
色
‐
函
煙
庁
円
Ｈ
ｐ
岸
昌

⑦
）
－
１

画
己
巨
庁
守
色
時
色
，
］
ロ
色
ロ
四
‐
ぬ
色
什
凹
昌
冒
一

詳
倒
Ｈ
ロ
戸
口
ロ
国
司
畳
〕
も
Ｐ
酢
○
画
《
員
〕
］
丙
倒
禺
己
色
尉
計
彦
四
‐
ぬ
四
画
Ｒ
ｐ
Ｑ
ぐ
］
酋
冒
①
ご
沙
陛
○
両
①
己
四
、
。
包
計
の
四
宮
ゆ
は
一

ぬ
ぎ
四
言
冒
ヨ
ョ
騨
豐
召
越
昌
斡
昌
昌
謬
門
邑
鼬
昌
ぐ
動
乱
ご
崖
昌
彦
騨
昌

●

日
Ⅱ
。
■

、
宮
弄
門
詳
瞬
国
目
胃
ぐ
鼬
醜
目
ご
茸
。
〕
］
騨
胃
冨
守
匿
自
』
弓
幽
討
昌
騨
冒
組
寓
壱
丙
四
国
堅
罫
騨
円
弓
幽
』
昏
一

⑤

●

■

其
昌
冨
弓
四
目
活
弄
冒
国
〔
ｚ
ｏ
蟹
〕
冒
甲
己
黒
野
騨
目
巨
弄
融

雪
目
ぐ
弓
守
騨
砕
写
騨
、
塑
旦
匿
駒
冒
目
鯉
昏
ご
Ｈ
耳
目
臣
煙
噛
吋
望
騨
胃
冒
邑
幽
旦
屋
劉
盆
一
一
胃
四

四
口
①
ロ
ｐ
隆
○
戸
の
目
色
も
凹
働
○
四
ウ
ロ
時
。
付
畑
守
幽
ロ
洋
画
掛
け
、
四
旨
』
Ｑ
ロ
四
国
冒
四
伝
も
煙
ロ
○
四
‐
ぐ
］
Ｑ
宮
ｐ
Ｈ
ご
ｐ
Ｈ
庁
ロ
四
Ｈ
ｐ
ｍ
ロ
ゴ
営
丙
拭
斤
『
煙
Ｑ
①
の
芹
四
ロ
の
脚
ｉ

Ｑ
ｐ
目
色
罠
冒
ぐ
昌
口
含
己
脚
。
冠
煙
園
冒
９
口
詐
司
四
Ｈ
ロ
色
○
』
邑
詐
目
ｐ
Ｈ
宮
℃
四
片
］
ロ
届
己
沙
ロ
ロ
ｐ
Ｈ
目
○
国
。
ロ
ー
餌
四
目
戸
酔
引
計
ロ
四
局
ロ
も
Ｈ
四
ヶ
冒
倒
曾
口
い
‐
ぐ
①
。
②
ｐ
Ｈ
目
ｐ
Ｈ
ロ

ウ
Ｏ
Ｑ
ｐ
』
１
℃
四
丙
印
四
Ｉ
の
ぐ
ゆ
ウ
ロ
似
く
い
民
冒
一
ｍ
ｏ
』
ロ
①
ｐ
ゆ
め
国
詐
Ｈ
四
二
四
Ｈ
己
丙
倒
吋
の
ロ
ゆ
ぐ
骨
ぐ
Ｈ
計
四
伝
も
局
詳
貝
己
色
血
崗
旦
四
尉
口
Ｑ
四
口
豈
倒
威
一
く
ゆ
命
ロ
山
Ｉ
庶
民
四
国
声
四
【
ロ

”
ず
囚
芹
岸
四
‐
の
ロ
く
い
Ｈ
口
働
。
】
く
凹
汁
一

目
四
。
山
⑩
ｐ
ロ
ゴ
四
Ｈ
口
〕
ゆ
ぽ
も
Ｈ
Ｐ
丙
算
昌
陛
ご
色
函
口
唇
段
Ｉ
冒
口
丙
詐
四
ロ
丙
ｐ
庁
ず
い
員
）
、
ｏ
〉
旨
【
口
歸
国
琶
ゆ
庁
四
芹
『
ゆ
め
胃
凹
○
○
旦
旦
四
ｍ
『
画
雷
毛
四
邑
彦
幽
門
勤
騨
丘
四
月
ロ

望
騨
寺
昏
倒
ご
冒
目
写
秒
】
宮
写
彦
ヨ
也
勵
’
ご
吋
画
涛
匂
陸
‐
四
宮
唇
騨
旬
齢
邑
屋
騨
吋
ご
騨
昌
斡
日
陶
画
詳
閣
】
屋

司
』
獣
駕
四
畳
戸
己
尉
騨
再
昌
①
堅
望
騨
胃
旨
〕
騨
目
閣
望
髄
餘
冒
旬
唇
騨
異
声
包
甑
局
恥
騨
醤
越
日
ぐ
組
か
画
詳
一

●

守
騨
詳
冨
倒
包
寄
駒
国
昌
騨
底
、
白
戸
守
騨
囚
己
同
瞬
評
珂
餘
０
晦
巨
唇
融
Ⅱ
昌
自
丙
弄
①
ご
耳
醜
騨
守
騨
守
秒
寓
目

■

●

弓
ご
き
ゅ
屏
守
斡
風
昏
騨
ぬ
詳
目
、
営
昌
（
ｚ
の
画
ｇ
〕
騨
昌
駒
望
騨
註
乱
陛
磐
習
臣
酔
匿
騨
、
騨
詳
習
琶
一
百
四

四
口
①
ロ
四
戸
』
員
〕
Ｑ
四
Ｈ
の
Ｐ
目
色
は
一
旦
四
計
ｐ
倒
す
芦
【
ｐ
ず
い
口
］
ウ
ロ
ロ
い
ゅ
く
い
も
叶
い
淀
拭
詐
『
い
、
』
ぐ
ゅ
、
匡
口
煙
ぐ
四
斤
凶
。
色
吋
の
四
１
ｍ
四
計
四
員
胃
。
ｍ
、
Ｈ
の
Ｐ
Ｈ
園
、
ｌ
ぐ
四
、
の
画
旦

ぐ
扉
耐
↑
四
目
口
も
尉
四
試
昌
〔
己
『
色
舜
恒
］
四
口
ゆ
く
四
、
守
口
①
ぐ
ｐ
Ｈ
ロ
ｍ
ｐ
Ｑ
ぽ
ゆ
Ｈ
Ｈ
国
四
固
め
ロ
ウ
彦
倒
の
算
ｐ
』
唇
も
門
四
戸
Ｈ
庁
『
い
、
』
ぐ
ゆ
函
巨
口
四
‐
『
ロ
丙
庁
○
》
も
』
、
Ｐ
芹
四
斤
い
【
ロ

ぐ
再
）
ロ
色
丙
計
画
局
庁
ロ
四
ｍ
庁
巨
駕
旨
冒
ぐ
み
厨
号
動
員
ロ
］
ｍ
ｐ
Ｐ
昌
画
丘
一
ウ
ロ
ロ
ロ
ロ
凶
ｌ
尻
目
四
庁
倒
冒
〕
色
守
四
の
芦
品
茸
‐
ぐ
み
①
、
○
命
も
脚
。
倒
口
倒
口
煙
罠
凹
員
恒
丙
伺
詐
凹
胃
ぐ
ゆ

首
．
画
く
ゆ
ず
陛
○
丙
色
営
一

●
。
、
曲
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国
四
℃
．
四

Ｆ
も
．
酌

二
一
一

Ｐ
上
、

ロ
少
】
ぐ
の
。
Ｐ
呂
昌
門
口
③
匠
勵
目
働
ｐ
Ｐ
Ｈ
ロ
ウ
匡
・
Ｑ
彦
秒
ｌ
く
ゅ
。
ｐ
昌
四
口
料
戸
口
計
Ｐ
印
誌
ゆ
め
劃
四
日
Ｐ
尉
口
四
口
ロ
ゆ
ゅ
Ｈ
ｐ
い
○
ず
丘
ゆ
く
儲
く
ゆ
詐
洋
『
鱒
ｑ
い
く
衿
も
Ｈ
ｐ
陣
も
四
国
ロ
四
ｍ

、

詐
臼
印
『
ゆ
ず
ロ
。
。
ｐ
口
ｌ
ぐ
ゆ
○
四
口
匹
詐
ぐ
色
‐
も
Ｈ
四
め
い
Ｑ
ｐ
Ｐ
ｐ
少
Ｈ
庁
旨
④
居
口
戸
口
Ｈ
四
国
四
‐
く
』
ご
ほ
ぃ
一
『
四
門
ご
倒
吋
四
ウ
ロ
と
四
隆
昌
胸
Ｐ
ロ
｜

脚
竺
勤
ぐ
‘
騨
召
昌
勵
屏
触
毘
画
旨
画
計
釦
煙
胃
冨
憩
０
己
同
軸
吾
門
幹
守
①
周
騨
晦
Ｃ
ｅ
色
制
倒
詳
巴
皇
邑
屋
①
壱
一

○

◆

ず
匿
駒
ぐ
斡
琴
昏
倒
旬
①
学
弓
四
当
倒
毎
石
崗
騨
註
ご
岱
詳
、
騨
弄
ぐ
脚
邑
目
巨
守
酔
昌
冨
騨
守
ぐ
働
砕
一
一
胃
『

』
四
）

山
口
国
ぐ
ｌ
ゆ
く
旦
凹
丙
四
Ｈ
四
口
画
庁
目
色
Ｑ
『
①
斤
四
計
め
ゅ
。
Ｑ
旨
④
Ｈ
Ｈ
口
口
富
里
Ｓ
ミ
ヨ
造
己
野
邑
鈎
も
ｐ
の
○
倒
庁
丙
①
ロ
四
℃
『
匡
庁
も
回
Ｑ
岸
②
【
口
一
戸
凹
閏
ご
凶
Ｑ
幽
。
凹
巨
ゴ
ロ
ｐ
‐

］
四
）

ぬ
四
ぐ
ゆ
‐
庁
勤
ｐ
ゆ
く
冒
國
陦
拝
凹
寓
ロ
四
口
い
、
④
庁
口
‐
す
旨
口
『
ゆ
く
四
守
一
の
四
門
口
四
１
℃
Ｈ
四
く
門
侍
庁
①
ロ
、
包
呂
ご
色
ｌ
丙
幽
』
ゆ
ロ
〕
○
四
．
の
舜
凶
ぐ
ゆ
丙
四
‐
く
ゆ
ロ
①
ロ
四
壱
Ｈ
旨
い
彦
幽
‐

『
②
ロ
四
ｍ
〕
四
℃
程
．
い
く
境
合
庁
旨
巨
帛
）
ｍ
』
Ｐ
ウ
ほ
冠
ｐ
庁
①
昌
四
も
Ｐ
の
○
回
Ｑ
宮
昌
丙
色
岸
彦
Ｐ
門
口
伊
切
望
由
ご
宮
。
。
置
四
‐
ぐ
ゆ
○
四
国
色
庁
く
ゅ
ロ
〕
ぐ
ご
画
倒
『
Ｐ
誌
①
｜
伊
伽
Ｏ
ｌ

ｏ
Ｐ
Ｈ
画
口
昌
四
『
伊
鹿
口
①
ぐ
ゅ
目
口
巨
旦
画
Ｈ
○
ｍ
色
胃
昌
ず
ぽ
同
四
の
Ｏ
Ｐ
Ｑ
ロ
Ｐ
Ｈ
員
』
色
の
合
勵
Ｈ
丙
一
戸
倒
恒
脚
Ｈ
ｐ
ｍ
Ｏ
Ｃ
ｐ
Ｈ
，
巴
）
｜
酋
昌
芹
豈
』
丙
四
出
画
の
庁
民
①
の
口
庁
ゆ
庁
１
℃
Ｈ
四
‐

丙
倒
、
円
い
ご
ロ
も
四
」
騨
隠
目
ぴ
』
）
幽
色
肖
営
一
口
い
『
四
胃
ご
四
国
く
ゆ
旨
．
ウ
］
〕
画
“
』
庁
○
胃
二
」
竜
ｐ
骨
⑦
｜
口
○
国
Ｐ
ロ
〕
四
国
①
ご
再
拝
ｐ
Ｑ
Ｉ
③
ロ
四
口
ロ
笥
口
）
巨
丙
庁
①
伝
一
ｍ
〕
Ｑ
Ｑ
ｐ
①
Ｈ

ｐ
守
宮
四
国
国
①
ｐ
い
ず
豈
芦
の
四
貝
』
ず
届
。
ぼ
く
ｐ
ウ
ロ
画
の
詳
秒
］
〕
｜
い
己
二
盲
Ｐ
閂
ご
色
い
く
色
ウ
ロ
Ｑ
Ｑ
』
〕
色
‐
く
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｐ
Ｐ
俵
ぐ
四
門
ロ
ー
い
い
①
ぐ
ゅ
ウ
ロ
Ｑ
Ｑ
ｐ
Ｏ
尽
○
ず
ぽ
】
ｍ
四
Ｈ
ご
‐

ウ
ロ
ゆ
く
四
庁
芦
庁
』
｜

凹
庁
ゆ
ぽ
己
沙
門
①
［
ロ
庁
昌
一
ウ
ロ
葺
け
の
５
ぽ
ゆ
』
の
計
四
の
門
口
』
ロ
・
ロ
四
国
ロ
①
詳
凰
く
昼
。
ｐ
四
Ｈ
ロ
色
ロ
ロ
の
四
［
ロ
め
い
獄
邑
口
凹
Ｈ
の
四
百
秒
守
『
四
・
包
目
ｄ
計
も
倒
口
四
口
い
時
計
ロ
色
獄
恒
一

、

ゴ
ー

阜
埜

画
晦
彦
同
画
］
四
胃
冨
四
目
騨
日
評
騨
詳
目
宍
騨
酎
弓
ぬ
ぐ
脚
白
目
８
吋
騨
亜
齢
再
痘
望
騨
皇
ご
騨
邑
騨
冒
、
騨
包
琶
触
寓
言
弄
秒
旦
匂
騨
詳
一

●

●

■

●

●

、
）

包
昏
憩
吋
閂
冨
蝕
日
竺
司
色
目
四
０
ぐ
望
騨
『
圏
如
奔
云
倒
ぐ
望
騨
目
］
騨
園
騨
詳
。
〕
門
弄
彦
①
自
画
の
魁
］
旨
①
署
騨
唇
一
国
Ｐ

Ｅ
尾
口

凸
・
〃
、

４
０
■
Ｌ
〃

尉
色
］
①
匂
騨
皇
屋
門
御
門
画
邑
毒
◎
竺
琴
四
同
国
臣
②
》
昌
騨
酎
冒
ご
国
己
冒
］
騨
‐
ぬ
脚
色
彦
創
’
ぬ
鼬
胃
園
琴
匿
司
吋
騨
昏
一

倒
同
画
堅
匿
騨
騨
恥
向
騨
守
画
堅
ぐ
騨
堅
母
秒
尉
騨
Ⅱ
岨
員
唇
色
日
旦
犀
騨
冒
騨
ｊ
邑
圃
里
幽
屏
＠
ず
彦
餌
ぐ
騨
註
一
一
自
切

ロ
ー

〃
も
、

同
騨
詳
畠
騨
胃
壱
〕
画
詳
望
幽
門
患
題
目
閻
尉
唖
屋
殿
再
巨
］
騨
叶
彦
画
ご
組
働
弄
肋
勉
丙
騨
当
騨
目
酌
閂
冒
冒
秒
弄
②
煙
動
望
騨
は
一

色
彦
秒
吋
ョ
鼬
如
計
騨
〔
ｚ
○
四
ず
ざ
写
騨
昌
騨
昌
國
ご
目
邑
弓
騨
冒
ｑ
乞
騨
門
望
騨
昌
脚
詳
さ
唖
拶
昌
騨
餘
詳
酌
白
ぐ
胃
一
百
《

●

●

庁
己
ぐ
一
ロ
ロ
○
）
口
匡
の
四
門
ロ
め
ぃ
昏
一
勵
司
秒
Ｈ
ｐ
ｐ
②
１
℃
Ｈ
ゆ
ず
働
口
四
Ｉ
ロ
①
庁
匡
庁
ぐ
ゅ
【
ロ
四
口
の
四
Ｑ
ロ
○
も
ゆ
門
口
四
計
ぐ
①
ロ
四
一
Ｑ
く
ゆ
冠
沙
Ｉ
く
く
ゆ
ぐ
ゆ
の
陣
］
四
』
は
ぐ
『
四
口
」
四
１

口
四
吋
計
ぽ
ゅ
Ｉ
く
旦
四
ぐ
ゆ
め
汁
け
四
口
｜
ぐ
』
ず
ロ
匡
詐
ぐ
ゅ
‐
写
①
汁
匡
庁
ぐ
四
Ｈ
ｐ
ｐ
ウ
ロ
ニ
画
勤
口
芦
１
ぐ
ゆ
扉
①
い
』
丙
凹
‐
ぬ
口
ｐ
い
』
い
く
ｐ
Ｈ
く
ぃ
‐
Ｑ
山
口
倒
口
目
働
」
○
や
ゆ
員
戸
四
、
命
ぐ
①
ロ
ゆ
一
国
儲
１

ｂ
〃
凸
、

胃
つ
）

冨
四
‐
ロ
ロ
四
国
○
℃
四
ヶ
ロ
Ｏ
ｍ
Ｐ
ｌ
声
①
庁
巨
う
ゞ
ｐ
Ｈ
ｐ
ｏ
ｐ
Ｓ
苫
国
電
函
香
阜
‐
一
脚
蒔
く
四
‐
禺
抄
詐
口
○
℃
四
口
］
凹
庁
ぐ
①
昌
四
｜
も
沙
凰
］
門
い
ゆ
｝
脚
四
‐
一
ｐ
ｐ
ｍ
、
秒
Ｈ
固
い
‐
」
ゆ
巨
○
ぐ
①
Ｑ
芹
、
、
ぐ
く
Ｐ
信

一
〔
眞
什
鄭
耐
一
部
〕
（
ｚ
の
ざ
）

｜
〔
眞
什
鄭
耐
一
部
〕

〔
眞
剴
野
洲
鄙
〕

ロ
少
】
ぐ
の
。
Ｐ
禺
昌
Ｈ
ロ
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駒
騨
で
．
や

Ｆ
己
．
坐

器
』
や
）
』
。
）

ウ
ロ
ロ
ロ
く
ゅ
』
の
ぐ
ゆ
員
〕
ウ
ロ
回
め
ゆ
鈴
①
｜
ウ
ぽ
い
く
い
ず
豈
勵
ぐ
①
』
ず
旨
働
く
、
ロ
『
四
。
』
員
営
四
日
凶
ｌ
胃
倒
ロ
ゆ
Ｒ
ご
丙
冒
昌
ｓ
Ｑ
Ｐ
の
は
庁
色
め
く
四
守
琴
割
己
短
里
Ｑ
Ｑ
－
〕
唾
口
戸

』
Ｑ
座
Ｈ
ロ
ウ
ロ
Ｑ
Ｑ
ず
ゆ
ｌ
ぐ
ゅ
○
ゆ
ご
ゆ
Ｈ
ｐ
ｐ
庁
○
）
ロ
］
四
ｍ
『
印
呂
目
ゆ
ず
凶
、
‐
］
回
国
四
ｍ
目
い
ず
彦
凶
ぐ
凹
守
一
四
、
計
画
Ｐ
ご
脚
の
丘
庁
四
い
く
四
ヶ
岸
固
く
①
・
の
局
幽
く
四
片
四
‐
く
い
ロ
四
‐

、
目
色
も
『
ゆ
ず
ｐ
働
く
弾
一
〔
ｚ
ｏ
皆
」
〕
陣
倒
ご
Ｐ
丙
凹
当
凹
口
四
日
諄
）
ロ
ロ
・
ぼ
ゅ
‐
ぐ
色
○
沙
口
Ｐ
日
ご
四
目
沙
ず
い
と
凹
口
四
、
目
昼
ロ
凹
冒
』
ご
胃
①
（
ｚ
砂
望
〕
）

ぐ
芦
口
凹
ワ
ロ
ロ
・
ぱ
い
ｌ
く
四
国
①
ロ
凹
一
〕
ロ
。
。
昏
倒
ロ
凹
口
〕
勲
口
〔
詳
己
凶
口
倒
詐
一
も
Ｈ
騨
武
で
色
丙
め
ゅ
、
す
国
計
一
斤
旨
働
く
冠
四
門
昌
少
ご
凹
民
口
○
四
【
ｐ
い
ぼ
脚
‐
討
倒
口
四
Ｈ
ｐ
ｍ
ｐ
Ｉ

’

Ｈ
ぐ
ゆ
崖
‐
己
胃
ぐ
陣
向
い
］
も
四
、
ｌ
］
ロ
四
国
秒
の
吋
四
ぐ
ゆ
庁
ぐ
①
ロ
色
丙
］
①
の
倒
口
倒
員
胃
吊
）
民
凹
盆
も
い
丙
印
○
ず
ず
ぃ
ぐ
Ｐ
菖
庁
Ｐ
の
口
〕
凶
Ｑ
ご
巨
口
Ｑ
宍
戸
ゆ
Ｉ
ぐ
画
、
○
四
国
凹
民
恒
一
Ｈ
ｐ
詳
騨
画
く
色
ｌ

１
Ｉ
１
１
ｑ
Ｊ
、

庁
ぐ
倒
計
一
口
四
。
Ｐ
い
く
口
、
ぐ
ゅ
庁
丘
倒
ｌ
Ｈ
［
昇
四
ロ
］
Ｐ
Ｈ
津
冒
印
、
計
ゆ
ゆ
員
』
Ｐ
ｐ
ｐ
Ｐ
〕
唾
庁
丘
画
‐
旨
昇
山
Ｈ
津
）
少
口
匡
の
伊
禺
①
ロ
の
。
ｐ
Ｈ
ご
凹
巨
程
Ｑ
Ｑ
ｐ
ｍ
雷
‐
く
四
ｂ
四
口
色
黒
ロ
ぐ
①
‐

目
色
・
ロ
］
異
口
園
巨
倒
Ｑ
働
く
四
ぐ
目
凹
ぽ
い
禺
少
口
倒
Ｑ
詳
目
抄
口
四
ヶ
声
○
ｍ
幽
旦
①
詐
四
。
Ｐ
邑
働
、
四
庁
Ｐ
罠
ロ
ウ
ロ
い
、
ゆ
く
色
計
勵
口
四
ぐ
冒
幽
丙
Ｈ
庁
Ｐ
ｐ
目
・
詳
芦
院
四
ｍ
昌
口
匡
詐

印
く
い
Ｑ
伊
計
四
口
で
①
丙
伽
四
く
い
四
割
○
ｍ
①
陛
○
〆
色
昏
一

１
４
童

４
１
１

己
再
駒
井
昌
騨
丙
唖
四
日
⑤
魁
丙
唖
屋
趣
②
ご
員
包
塁
嵜
画
冨
酔
劉
醜
秒
圏
鼬
晩
昌
騨
向
幽
門
騨
屏
、
翻
丙
倒
昏
一

騨
邑
昏
署
鯛
国
国
騨
昌
劉
ご
門
寺
騨
当
動
画
罵
倒
冒
己
⑮
騨
如
脚
計
◎
騨
餌
署
屋
）
望
騨
弁
⑦
一
一
目
“

ｐ
ロ
①
ロ
四
戸
』
口
冒
Ｑ
Ｐ
Ｒ
の
い
］
四
は
一
句
』
ず
丘
』
ず
街
画
禺
四
ご
色
貝
ゆ
ロ
四
ｍ
ゆ
げ
四
ｍ
目
四
門
目
凹
丘
凹
蒔
い
ぼ
の
凶
め
ゅ
ロ
○
℃
四
Ｑ
Ｈ
Ｐ
ぐ
い
い
冒
○
や
①
丙
伽
幽
画
ゆ
く
ロ
〕
旦
四
寺
①
｜

ヴ
ロ
ロ
ニ
ロ
山
口
勤
Ｈ
旨
い
胃
四
件
ロ
Ｐ
詳
○
］
ご
画
ｐ
ｍ
ｌ
勺
引
四
ご
Ｈ
詳
詐
①
伝
も
Ｈ
帥
計
『
四
戸
い
ゆ
‐
○
四
両
、
口
の
丙
四
庁
色
昌
倒
砂
山
め
ゅ
』
〕
Ｐ
‐
Ｈ
凹
丙
い
ぃ
昌
倒
の
○
口
く
い
計
目
ゆ
く
秒
詐
ぐ
幽
計
’

四
口
劉
ぬ
い
詐
四
！
〕
働
倒
国
ｐ
ｌ
ｍ
四
Ｒ
ｐ
ｐ
Ｈ
陣
肖
ぐ
凶
○
○
四
の
ｐ
拭
く
四
‐
丙
倒
］
働
く
ぐ
幽
宮
四
岸
色
‐
一
働
脚
口
包
庁
四
く
の
は
一

良

］
四
・
口
丙
詐
色
民
ロ
ウ
面
倒
く
鋤
ウ
ロ
働
く
①
ず
ぽ
画
く
山
。
］
は
一
の
詐
口
。
①
ぐ
い
い
Ｈ
働
く
ｐ
炭
四
‐
『
い
口
包
Ｈ
ｐ
Ｒ
ｐ
色
旨
倒
１
国
倒
口
ｐ
Ｈ
旨
①
命
①
ロ
働
桿
ぐ
ゆ
Ｈ
ご
Ｐ
ロ
回
’
ず
○
Ｑ
彦
』
‐

毛
尉
倒
己
武
埼
芹
〕
丙
ｍ
の
く
い
Ｏ
詳
印
ご
山
・
伊
詐
四
ロ
の
吋
働
ぐ
ゆ
丙
い
‐
冒
蝕
口
四
の
司
勲
農
国
ゆ
ぽ
脚
‐
］
山
口
ｐ
計
く
い
『
○
ぬ
①
匙
○
戸
ｐ
言
一

ぐ
騨
目
評
騨
国
望
鼬
計
①
召
〕
局
。
。
澤
倒
蝕
艶
冒
目
ご
御
患
い
辞
響
御
奔
辞
秒
詳
密
稗
ご
望
幽
圏
臣
己
融
国
①
砂
倒
守
一

園
秒
の
周
脚
匂
鼬
弄
融
６
割
騨
廓
戸
幽
門
冨
評
邑
秒
国
富
ず
ぽ
幽
司
秒
蝕
同
屋
閣
彦
御
０
割
脚
園
騨
３
竺
匿
韓
国
邑
騨
斉
毒
昌
鼬
〕
旨
一
一
閂
や

■

ぐ
ゅ
時
巴
昌
幽
詐
も
凹
尉
少
耳
彦
父
ｚ
の
吟
四
）
も
ｐ
ロ
①
め
い
、
『
四
口
騨
ロ
〕
閏
働
く
い
丙
ｐ
‐
目
色
ロ
①
丙
四
門
拝
む
ｐ
Ｈ
働
再
彦
四
巨
己
湧
昌
駕
凹
伝
脅
倒
ぐ
ゅ
丙
倒
口
習
目

Ｊ
、

口
言
ご
凹
昌
○
国
時
ぐ
』
Ｑ
Ｉ
ぐ
茸
働
ぬ
い
ｌ
ぐ
目
ロ
ロ
丙
は
ｌ
Ｈ
ｐ
幽
詐
Ｈ
○
℃
倒
冒
○
℃
②
。
①
の
画
庁
一
口
い
○
妙
ｍ
く
い
Ｈ
寺
ぽ
ぃ
の
ぐ
ゆ
も
四
Ｈ
の
畑
口
ｂ
四
Ｑ
扉
冠
凹
禺
口
幽
口
四
伝
も
四
Ｈ
ｍ
、
‐

埼
庁
戸
○
ウ
ロ
ゆ
く
洋
匡
目
一
四
吋
丘
画
武
一
ぐ
胃
○
Ｑ
ロ
倒
庁
一
ゆ
く
勵
吋
汁
ロ
①
丘
営
も
四
Ｈ
ｏ
昌
胃
司
巨
］
く
ゆ
厚
ご
四
国
四
豈
の
く
少
尉
計
ロ
色
①
ぐ
Ｐ
ｂ
Ｈ
ｐ
昌
匡
］
目
色
計
①
印
四

脚
目
胃
］
餌
①
く
色
も
四
国
日
〔
ｚ
○
四
ｓ
Ｈ
ぐ
幽
口
勤
鼻
ず
い
も
拭
四
買
国
片
目
》
ロ
具
国
禺
曽
国
、
四
日
『
四
Ｆ
め
い
ヨ
ヴ
○
・
冨
日
Ｐ
ず
ご
の
自
己
ず
ぽ
○
筋
旦
四
国

』
堂
ぐ
胃
巨
旦
旦
旨
四
尉
昌
①
岸
四
言
一
国
四
○
色
の
尉
倒
ぐ
ゆ
汽
包
ｌ
く
色
国
の
ロ
口
昌
く
四
○
月
秒
‐
丙
凶
冒
四
国
］
ず
Ｏ
Ｑ
ｐ
包
匡
函
ご
ゆ
行
ｐ
Ｈ
ご
Ｐ
ｐ
Ｏ
ウ
ロ
ニ
ロ
ロ
○
ウ
ぽ
い
ぐ
洋
巨
Ｈ
巨

砲

ｐ
Ｈ
彦
画
陸
一
四
口
自
己
幽
冠
色
佇
ぐ
倒
庁
一
四
口
ロ
固
四
旦
○
冒
骨
の
Ｈ
働
く
生
丙
②
Ｉ
］
四
口
少
尉
ロ
ウ
［
且
旦
苣
沙
詳
く
ゅ
い
く
四
国
凹
○
騨
邑
亘
℃
色
冒
①
邑
曾
ぐ
旨
色
目
〕
色
も
房
も
Ｈ
Ｐ
‐

一
〕
ぐ
倒
計
一
口
四

舎
堅
①
』

（
旨
時
ゆ
く
く
凹
員
一
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巴
ｒ
ｇ
‐
‐
‐
（
Ｆ
Ｓ
声
鉛
冒
屋
働
呂
品
ｏ
Ｈ
ｇ
日
目
時
四
鼠
）
国
四
・
…
〔
忌
巨
曼
目
旨
巴
ｚ
の
．
冨
巨
贈
田
圃
一
（
周
口
寓
宮
代
談
訓
ｓ
９
ｚ
ｏ
，

冨
巨
‐
‐
‐
乱
一
（
ｇ
巨
宴
冨
斤
か
訓
与
必
少
．
圃
口
‐
‐
‐
乱
言
冒
自
陣
穏
庁
群
削
ｓ
ｇ
切
葛
乱
ｚ
国
．
園
合
い
日
巴
四
乱
ｚ
陰
．
層
（
営

魚
日
巴
ゆ
く
脚
ｚ
閏
．
己
①
‐
‐
白
い
一
一
ｚ
四
ぬ
い
○
・
℃
色
ｐ
Ｈ
『
脚
島
国
脚

ｅ
Ｆ
，
嗣
四
．
汽
冊
戸
別
Ｊ
誉
或
砕
訂
国
目
制
Ｑ
目
唇
詳
凹
作
猷
が
。
ｚ
、
．
臘
田
（
‐
‐
）
ｚ
○
．
鼻
９
日
目
制
・
目
嶌
匡
国
諺
．
鼻
菌
目
眉
当
騨
・

ロ
ロ
ロ
丙
冒
３
國
昇
国
国
昼
動
目
色
Ｑ
巨
ず
〆
亘
目
ｚ
国
．
畔
３
５
口
画
寓
印
一
Ｑ
匡
口
陣
鼻
四
ｚ
接
．
ｇ
国
吋
い
□
脚
胃
ゅ
一
一
回
巨
昏
丙
冒
国
ｚ
〆
・
‐
‐
目
旨
“
ぬ
四
画
匿
い

巴
目
‐
‐
画
四
・
・
…
〔
目
色
圃
滅
目
〕
ｚ
の
．
ｇ
四
冊
田
（
‐
‐
‐
）
ｚ
ｏ
・
日
煙
目
ぐ
胃
“
し
．
昌
昌
身
習
四
回
目
い
〔
魍
目
〕
ｚ
国
．
目
呂
母
習
鯉

Ｌ

ｚ
倭
．
日
ゅ
面
い
く
助
ロ
四
ｚ
×
・
目
凹
‐
‐
‐
‐
ｚ
四
ｍ
①
○
・
日
四
旨
働
く
習
〕
色

巴
ｒ
言
い
ロ
ぃ
国
四
・
吋
砂
ロ
妙
ｚ
、
．
百
脚
ロ
①
唖
ｚ
○
・
首
習
国
陸
．
言
凹
口
砂
切
蔵
幽
口
“
ｚ
国
．
茸
倒
ご
餌
ｚ
し
．
甘
口
ｐ
ｐ
ｚ
凶
．
甘
脚
口
秒
ｚ
い
い
四
○
・

吋
倒
口
色
（
月
忌
）
目
曽
．
庁
ロ
の
い
も
四
（
『
脚
目
い
）

ご
Ｆ
・
怠
昏
脚
扁
且
冨
日
切
。
．
租
昏
四
宮
”
且
ｇ
ｇ
ｚ
の
．
（
冨
）
号
鱒
（
旨
巨
の
四
目
胃
（
冒
碑
菫
享
州
引
）
Ｚ
。
、
冒
号
且
閣
巨
の
且
冒
口
酔
．
怠
号
煙
‐

ｑ
四
口
３
Ｑ
彦
四
国
画
．
冠
ゅ
。
ぐ
ゅ
Ｑ
四
口
、
四
・
彦
胃
ｚ
閃
．
割
四
。
ぐ
い
烏
昌
＄
＆
５
口
ｚ
淫
．
曾
口
ぐ
Ｐ
・
凹
匡
３
口
げ
ゅ
国
や
ｚ
ｘ
・
封
Ｐ
ｑ
ぐ
ぃ
Ｑ
凹
巨
＄
Ｑ
ロ
胃

巴
厚
．
》
尉
匪
○
口
四
国
色
．
』
崗
昏
鼻
息
ｚ
ｍ
．
〉
呂
昏
①
国
ゅ
‐
Ｚ
。
．
、
Ｈ
号
の
ロ
四
Ｐ
．
〉
吋
昏
の
ロ
包
切
．
》
吾
の
ロ
④
ｚ
国
．
ゞ
Ｈ
，
言
①
ロ
い
ｚ
沙
．
】
Ｈ
目
①
口
四
ｚ
脚
．
、
叫
昏
①
ご
口

ｚ
い
い
Ｐ
Ｃ
．
》
Ｈ
昏
胃
鼠

］
）
Ｆ
・
冒
己
肉
員
貝
①
（
Ｆ
ｓ
Ｆ
当
冒
鳥
目
具
の
）
嗣
色
．
目
鳥
目
員
の
ｚ
い
，
目
鼻
日
目
①
（
。
『
冒
巴
白
目
菌
）
Ｚ
。
．
宮
．
鳥
貝
員
の
岸
．
目
鳥
貝
胃
①

国
．
胃
①
富
自
員
の
》
ｚ
国
．
冒
四
胃
口
員
①
ｚ
惨
．
百
四
片
口
Ｈ
目
①
ｚ
閑
．
冒
四
冒
肖
二
国

筈
汁
蒔
罫
貢
寓
目
鳥
貝
巨
菌
、
ｓ
計
強
片
言
庁
弱
ｙ

ご
Ｆ
‐
‐
（
Ｆ
Ｓ
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